
都
府
経
済
の
段
階
と
現
今
の
広
域
経
済
圏
の
問
題

淡

川
　
　
康

　
「
一
般
に
封
鎖
的
家
内
経
済
（
巳
Ｏ
胴
窃
Ｏ
巨
易
。
っ
Ｏ
自
曽
。
・
－
オ
一
Ｈ
ａ
Ｏ
罫
３
　
の
段
階
に
あ
っ
て
は
、
各
人
は
彼
が
需
要
す
る
も
の
を

生
産
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
家
政
と
凝
得
と
は
一
っ
で
あ
る
。
硫
得
が
充
分
で
な
い
場
合
に
は
、
隣
人
の
補
助
が
要
求
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
乞
食
は
少
し
も
恥
辱
で
は
な
く
、
慈
善
は
宗
教
上
の
義
務
で
あ
る
。
然
し
あ
ら
ゆ
る
経
済
は
、
共
が
耕
作
し
て
い
る
土
地

に
尚
お
全
く
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
而
し
て
此
の
土
地
に
於
い
て
、
財
貨
牛
産
が
強
く
自
然
に
頼
っ
て
い
る
か
ら
し
て
、
均
衡

を
撹
乱
す
る
こ
と
は
、
通
常
凶
作
・
家
斎
病
等
の
如
き
ｎ
然
上
の
出
米
事
に
よ
っ
て
、
招
来
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
飢
餓
の
困
窮
は
、

故
に
尚
お
今
日
印
度
及
び
燦
西
血
に
於
け
る
が
如
く
に
、
此
の
段
階
に
於
け
る
、
一
の
特
徴
あ
る
随
伴
現
象
で
あ
る
。
古
代
に
於
い

て
は
、
公
的
の
食
事
時
問
と
、
而
し
て
穀
物
の
配
給
と
に
よ
っ
て
平
準
す
る
様
に
、
消
費
へ
干
渉
す
る
こ
と
を
、
試
み
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
都
府
経
済
（
２
０
０
０
３
鼻
色
『
蒜
ｏ
罫
３
の
段
附
に
あ
っ
て
は
、
斉
人
は
共
Ｏ
隣
入
が
必
婆
と
す
る
も
の
を
、
生
産
す
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
都
府
の
上
司
は
、
次
の
様
な
こ
と
も
耐
慮
す
る
○
で
あ
る
。
則
ち
各
人
の
俗
要
が
充
肖
さ
れ
得
る
こ
と
、
然
し
又
一
ガ
に
あ

　
　
　
都
府
経
済
の
段
階
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現
今
の
広
域
経
済
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一
　
（
三
二
七
）



　
　
　
立
命
館
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十
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二
　
（
ご
二
一
八
）

っ
て
は
、
住
民
の
生
産
能
力
は
少
し
も
共
の
需
要
を
越
え
な
い
こ
と
（
職
人
組
合
の
結
成
．
手
工
業
の
徒
弟
数
及
び
夜
業
等
を
制
限

す
る
こ
と
）
之
れ
で
あ
る
。
都
市
の
上
司
は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
適
当
な
供
給
（
開
市
権
．
開
市
の
継
続
期
問
に
就
い
て
の
規

則
・
先
き
貫
を
禁
止
す
る
こ
と
）
に
就
い
て
、
配
慮
し
、
而
し
て
バ
ソ
材
料
穀
物
の
輸
出
を
禁
止
す
る
○
で
あ
る
。
之
を
補
充
し
て

教
会
の
慈
善
施
設
及
び
多
数
の
慈
善
団
体
は
、
パ
ソ
・
衣
料
・
木
材
等
を
配
給
す
る
為
め
に
介
入
す
る
の
で
あ
る
。
乞
食
は
一
般
に

認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
托
鉢
憤
団
・
乞
食
団
体
。
）
若
し
困
窮
が
発
生
す
る
な
ら
ば
、
之
は
都
市
の
経
済
地
域
が
空
問
的
に
制

限
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
而
し
て
交
通
の
発
達
し
て
い
な
い
こ
と
と
に
職
由
し
、
交
通
の
発
達
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
生
じ
た
欠
陥

に
当
っ
て
は
、
外
地
か
ら
の
補
充
を
も
た
ら
す
こ
と
も
困
難
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
正
常
時
に
於
い
て
は
、
供
給
及
び
帝
要
の
概

観
性
は
此
の
、
小
さ
い
給
合
体
の
活
所
を
容
笏
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
」
、
以
上
は
、
　
「
国
民
経
済
遊
化
論
」
　
（
巳
¢
■
目
簗
Ｏ
巨
畠

亭
『
く
◎
寿
。
っ
ま
Ｈ
己
邑
こ
の
著
考
が
、
　
「
財
貨
消
費
○
静
力
学
」
（
ｏ
ｏ
試
け
岸
｛
雷
○
ま
胃
き
ｓ
§
弓
ｏ
茅
）
と
魍
し
て
、
巾
世
の
都
府

経
済
ｏ
特
徴
を
、
共
の
交
通
関
係
に
着
眼
し
て
説
明
す
る
一
節
で
あ
る
（
『
婁
。
一
、
。
、
一
巨
。
■
、
、
け
ぴ
け
。
一
一
隻
、
、
・
・
ら
。
、
ご
寿
、
、
一
、
叶
。
。
。
プ
ら
芦

Ｏ
◎
・
レ
巳
一
二
〇
Ｃ
・
Ｃ
。
塞
戌
一
拙
訳
著
「
国
民
経
済
巡
化
論
」
三
二
六
頁
以
下
。
）
Ｃ

　
ピ
ュ
ヒ
ァ
ー
（
穴
．
団
ぎ
｝
雪
）
Ｏ
説
く
経
済
発
展
説
に
現
わ
れ
て
い
る
都
府
経
済
（
巳
¢
０
０
冨
鼻
乏
ｈ
汀
ｏ
ま
員
）
な
る
も
の
は
、
共

○
所
謂
封
鎖
的
家
内
経
済
（
２
ｏ
○
露
ｏ
巨
◎
◎
っ
。
っ
雪
¢
曽
警
。
・
奉
ま
ｃ
り
ｏ
臣
５
の
次
に
来
る
段
附
な
る
こ
と
は
、
．
ム
う
迄
も
な
い
処
で
あ
る

が
、
此
の
段
陪
に
於
い
て
は
、
消
費
劣
小
比
（
畠
¢
穴
◎
易
巨
昌
ｏ
暮
賢
肩
◎
ｑ
寿
け
－
８
）
が
併
及
し
て
、
財
貨
は
小
産
米
よ
り
直
挟
に
消

費
劣
へ
移
行
し
、
此
Ｏ
直
按
交
換
を
以
っ
て
、
共
の
特
徴
と
す
る
Ｏ
で
あ
る
、
地
方
的
肘
貨
交
〃
（
亭
『
一
Ｃ
罫
Ｈ
Ｏ
Ｏ
ま
胃
１
、
胃
ざ
一
弓
）

の
段
附
と
も
称
し
得
る
で
あ
ろ
う
、
更
心
に
之
に
続
く
時
代
で
あ
る
旧
民
経
済
の
段
附
（
畠
ｏ
ｏ
ｏ
ｇ
守
ら
賢
く
ｏ
Ｈ
７
三
Ｈ
旺
ｏ
巨
５
に

於
い
て
は
、
所
謂
商
舳
小
産
（
昌
ｏ
オ
胃
ｇ
肩
◎
旨
軍
－
ｓ
）
・
鮒
貨
循
環
（
宗
ｈ
○
暮
ｏ
旨
昌
Ｈ
冒
｛
）
の
時
代
で
あ
っ
．
て
、
小
味
ナ
と
消



費
者
と
の
問
へ
、
一
個
の
、
又
は
数
個
の
中
問
肢
節
が
介
入
し
、
財
貨
は
共
が
消
費
老
に
帰
す
る
以
前
に
、
是
等
肢
節
の
手
中
を
通

過
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
国
民
的
及
び
国
際
的
財
貨
流
通
（
ら
實
§
ま
昌
一
胃
；
（
二
目
け
ｏ
旨
註
ｏ
畠
－
實
○
鼻
胃
く
０
Ｈ
ぎ
～
）
○
段
階

で
あ
る
。
家
内
経
済
・
都
府
経
済
及
び
国
民
経
済
の
三
者
は
、
唯
生
産
よ
り
消
費
に
至
る
過
程
の
長
短
よ
り
見
る
な
ら
ば
、
何
れ
も

対
等
○
地
位
を
有
す
る
様
で
あ
る
が
、
原
著
者
が
之
に
対
照
せ
し
め
た
、
他
の
名
称
で
あ
る
交
換
無
き
経
済
．
直
接
交
換
及
び
財
貨

循
環
の
三
者
に
就
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
第
一
期
は
白
給
白
足
の
時
代
で
あ
り
、
第
二
期
及
び
第
三
期
は
、
共
に
交
換
経
済
の
時
代

で
あ
っ
て
、
第
一
期
と
第
二
期
及
び
第
三
期
と
は
、
本
質
的
に
異
る
も
の
な
る
を
、
注
意
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
拙
稿
の
取

り
扱
う
間
題
点
は
、
此
の
策
二
期
に
属
す
る
都
府
経
済
の
段
階
が
、
更
ら
に
進
展
し
て
第
三
期
の
因
民
経
済
の
段
階
に
到
達
す
る
に

至
っ
た
事
例
を
、
産
業
立
地
論
及
び
広
域
経
済
圏
の
両
よ
り
、
考
察
を
遂
げ
ん
と
す
る
に
あ
る
。
而
し
て
此
の
間
題
が
、
今
述
べ
た

様
な
見
地
よ
り
す
る
も
、
充
分
論
究
の
範
囲
を
見
出
し
得
る
こ
と
は
、
其
が
交
通
問
題
及
び
地
班
的
環
境
諭
と
直
接
閑
連
す
る
処
極

め
て
深
刻
な
も
の
が
あ
る
こ
と
に
、
基
く
の
で
あ
る
。

　
是
等
の
論
考
を
進
め
る
に
当
っ
て
、
先
ず
其
の
前
提
と
し
て
、
中
世
の
都
府
経
済
を
特
徴
付
け
て
い
る
都
府
・
１
、
の
も
の
の
性
格
か

ら
、
検
討
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

二

　
純
粋
の
ｎ
己
乍
産
に
代
っ
て
、
直
接
交
抜
の
経
済
に
遷
移
し
た
の
が
、
都
府
経
済
（
巳
ｏ
Ｏ
ｏ
３
鼻
色
Ｈ
冴
ｏ
巨
５
の
段
附
で
あ
り
、

之
は
封
鎖
的
家
内
経
済
（
畠
０
０
ｑ
霧
Ｏ
巨
富
。
。
８
¢
串
彗
。
り
ミ
一
Ｈ
誌
Ｏ
罫
５
の
、
幾
百
年
に
渉
る
改
造
を
閲
し
て
漸
く
到
達
し
た
発
展
段
階

で
あ
る
。
而
し
て
此
の
携
展
段
階
の
特
徴
を
為
し
て
い
る
も
の
が
、
経
済
上
の
見
地
よ
り
す
る
た
ら
ば
、
直
接
交
狭
の
点
に
あ
り
と

　
　
　
都
府
経
済
の
段
階
と
現
今
の
広
域
経
済
圏
の
間
題
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
（
二
二
一
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
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・
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三
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四
　
（
三
三
〇
）

せ
ら
れ
る
以
上
、
当
然
之
に
結
び
付
く
も
の
と
し
て
、
当
時
の
市
場
制
度
（
ｑ
富
竃
胃
軍
奉
雰
彗
）
が
あ
る
。
其
は
一
定
の
時
、
一

定
の
場
所
に
、
多
数
の
買
手
と
売
手
と
の
集
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
売
買
が
成
立
す
る
制
度
で
あ
っ
て
、
此
の
組
織
が
、
祭
礼
若
し

く
は
国
民
集
会
と
結
び
付
い
て
い
る
に
せ
よ
、
又
交
通
上
至
便
の
地
理
的
位
置
に
恵
ま
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
常
に
生
産
者
と
消
費
者

と
が
対
立
的
な
交
換
欲
望
を
提
げ
て
、
互
に
相
会
す
る
機
会
で
あ
る
。
而
し
て
当
時
に
於
け
る
、
此
の
市
場
制
度
と
常
設
商
業
と
は
、

相
排
済
よ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
、
商
人
と
云
う
職
業
階
級
の
存
在
す
る
処
に
は
、
市
場
制
度
を
存
立
せ
し
む
可
き
必
要

は
無
く
、
其
処
に
は
商
人
の
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
唯
一
国
が
其
の
欲
求
す
る
生
産
物
を
白
国
内
に
生
産
せ
ず
し
て
、
其
を

外
国
よ
り
の
輸
入
に
竣
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
様
な
場
合
に
は
、
そ
の
為
め
に
、
斯
か
る
商
品
の
購
入
．
運
搬
及
び
売
捌
を
其
の
手

に
収
め
る
専
門
的
職
業
階
級
の
発
生
を
見
る
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
て
も
、
尚
お
売
捌
に
於
い
て
は
、
国
内
の
会
を
利
用
し

た
の
で
あ
る
。

　
斯
か
る
状
態
に
置
か
れ
た
都
市
に
、
変
化
を
招
致
し
た
の
は
、
抑
六
如
何
な
班
由
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
此
の
原
内
を
究
明
す

る
前
に
は
、
先
ず
中
世
の
都
市
の
性
格
か
ら
検
討
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
西
洋
中
世
の
都
市
は
、
先
ず
策
一
に
共
が
城
で
あ
っ
た
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
障
壁
及
び
溝
渠
を
続
ら
し
め
て
共
の
堅
固
を

期
し
、
又
都
市
周
辺
の
開
放
地
の
定
住
民
が
、
共
の
避
難
の
場
所
と
化
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
共
の
当
初
に
於
い
て
は
、
都
市
に
定

住
す
る
住
民
も
亦
、
共
の
職
業
の
点
よ
り
す
れ
ぱ
、
円
舎
の
住
民
と
何
等
異
る
処
な
く
、
彼
等
は
地
方
民
と
同
様
に
、
農
業
を
常
み
、

牧
畜
を
業
と
し
、
森
林
・
水
利
及
び
牧
場
等
を
、
共
同
に
利
州
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
然
し
彼
等
は
共
の
公
共
団
体
生
活
に
於
い
て

は
、
革
に
共
川
地
利
用
の
規
整
及
び
共
の
他
ｏ
、
農
業
上
の
利
害
閑
係
を
以
っ
て
尽
さ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
各
都
市
は
共
の
広

狭
の
別
無
く
、
一
定
ｏ
範
囲
に
住
む
地
方
肘
住
民
を
一
定
の
権
利
及
び
義
務
を
有
す
る
、
一
枢
の
軍
箏
脇
向
に
緒
く
、
す
ｏ
防
守
同
肚



た
る
こ
と
を
以
っ
て
、
其
の
先
行
条
件
と
為
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
同
盟
に
加
盟
し
て
い
る
、
一
切
の
地
方
は
、
労
務
及
び
駕
獣
を

共
同
的
に
給
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
の
防
禦
工
事
を
維
持
し
、
戦
時
に
は
武
装
し
て
、
其
が
防
禦
に
任
ず
る
こ
と
が
、
義
務

で
あ
っ
た
が
、
之
に
対
し
て
、
危
急
の
場
合
に
処
し
て
は
、
其
の
妻
子
及
び
家
畜
、
更
ら
に
は
又
動
産
を
携
へ
て
、
城
中
に
保
護
を

受
け
る
権
利
を
享
受
し
た
の
で
あ
る
。
斯
か
る
権
利
の
一
切
を
称
し
て
、
「
市
民
権
」
（
３
。
っ
望
お
富
Ｏ
睾
）
と
称
し
、
又
之
を
享
有

す
る
も
の
、
之
を
称
し
て
「
市
民
」
（
｛
胃
望
長
胃
一
巨
畠
Ｏ
富
包
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
今
一
つ
都
市
経
済
（
畠
¢
ｏ
ｏ
３
鼻
色
饒
の
ｏ
ぎ
５
の
段
階
に
就
い
て
特
記
す
可
き
は
、
其
の
交
通
及
び
運
輸
に
関
す
る
諸
制
度
で
あ

る
。
是
等
の
制
度
は
、
又
当
然
に
此
の
経
済
発
展
段
階
の
枠
内
に
於
い
て
の
み
、
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
諸
都
市
に
於

い
て
普
遍
的
に
行
わ
れ
て
い
た
週
市
制
度
（
ｑ
轟
オ
◎
ｏ
ブ
雪
旨
胃
斤
碁
霧
ｇ
）
は
、
諸
都
市
が
農
産
物
・
燃
料
及
び
食
塩
等
を
規
則

的
に
運
搬
す
る
こ
と
を
以
っ
て
其
の
形
成
の
前
提
と
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
諸
都
市
は
、
共
の
都
門
を
通
過
す
る
処
の
、
あ
ら
ゆ

る
農
民
の
車
か
ら
入
市
税
及
び
道
路
税
を
徴
収
し
、
而
し
て
都
市
が
河
川
に
臨
む
場
合
に
於
い
て
は
、
艀
及
び
船
舶
の
商
品
輸
送
か

ら
も
亦
、
租
税
を
取
り
立
て
た
の
で
あ
る
。
都
市
自
身
に
於
い
て
は
、
馬
丁
（
巳
¢
－
ぎ
｛
胃
）
と
、
而
し
て
飛
脚
（
昌
ｏ
困
ｇ
竃
）
が
、

登
場
す
る
の
で
あ
る
。
是
等
の
も
の
は
市
参
事
会
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
而
し
て
公
の
利
益
に
於
い
て
必
要
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
る
用
事
が
、
市
長
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
く
ｏ
ｑ
－
．
穴
．
雲
９
胃
一
９
¢
雰
昌
｛
ｏ
｛
胃
ｏ
ｏ
冨
暮
↓
『
§
窯
冒
二
昌
く
ま
¢
－
－

巴
８
『
．
）
。
之
に
類
す
る
飛
脚
は
、
同
時
に
又
封
雄
諸
侯
と
、
而
し
て
領
主
の
場
合
に
於
い
て
も
亦
、
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し

て
其
の
何
れ
の
場
合
た
る
と
を
間
わ
ず
、
総
て
の
も
の
は
官
吏
た
る
の
性
質
を
有
し
、
彼
等
が
傭
わ
れ
て
い
る
人
の
為
め
に
の
み
、

共
の
命
令
に
服
し
た
の
で
あ
る
。
彼
等
の
官
職
を
外
部
に
対
し
て
標
示
す
る
日
的
を
以
っ
て
、
彼
等
は
共
の
任
命
老
の
紋
章
が
つ
い

て
い
る
処
の
、
金
属
製
の
厘
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
拙
著
「
ヵ
ー
ル
・
ビ
ュ
ヒ
ァ
ー
国
民
経
済
進
化
論
」
、
一
八
九
頁
。
）
。
斯
く
の
如
く

　
　
　
郁
府
経
済
の
段
階
と
現
今
の
広
域
経
済
圏
の
間
題
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
（
三
ご
二
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
策
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
（
三
ご
二
一
）

に
し
て
市
場
を
訪
う
者
は
、
凡
て
其
の
往
復
の
途
上
、
特
に
強
力
な
る
王
の
保
護
を
享
け
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
保
護
は
更
ら

に
其
の
市
場
は
云
う
迄
も
な
く
、
市
場
地
全
般
に
迄
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
此
処
に
於
い
て
か
、
市
民
権
（
｛
蕩
望
轟
屋
ｏ
軍
）
は

拡
張
せ
ら
れ
、
其
の
権
利
を
享
有
す
る
、
一
切
の
人
は
、
都
市
に
於
け
る
市
場
自
由
及
び
関
税
白
由
を
有
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
都

市
の
市
場
に
於
け
る
白
由
売
買
権
は
、
其
の
淵
源
を
探
求
す
る
な
ら
ば
、
市
民
権
よ
り
の
所
産
と
も
見
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
斯
か

る
市
場
平
和
の
結
果
、
市
場
人
は
都
市
に
於
け
る
滞
留
期
問
は
、
其
の
以
前
に
生
じ
た
る
債
務
請
求
権
に
基
く
裁
判
上
の
追
及
を
逃

れ
得
る
こ
と
と
な
り
、
彼
等
の
生
命
財
産
に
危
害
を
与
う
る
者
あ
ら
ば
、
彼
は
特
別
の
平
和
擾
乱
罪
を
犯
せ
る
も
の
と
し
て
、
二
重

の
刑
罰
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
に
し
て
、
其
の
初
め
は
生
産
者
と
消
費
老
と
の
問
に
介
在
し
て
、
農

業
生
産
物
と
工
業
生
産
物
と
の
問
の
相
互
的
直
接
交
換
を
目
的
と
す
る
局
地
的
経
済
協
同
体
を
発
生
せ
し
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

三

　
凡
そ
欧
州
の
都
府
経
済
（
｛
轟
望
お
８
ｏ
巨
）
の
段
階
の
特
色
と
も
見
る
可
き
も
の
は
、
之
を
要
約
す
れ
ば
、
市
場
制
度
と
城
塞

に
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
少
し
く
当
時
の
市
場
制
度
に
就
い
て
記
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
几
そ
市
場
は
欧
羅

巴
巾
世
に
於
け
る
商
業
交
通
の
特
色
を
為
す
も
の
で
あ
っ
て
、
第
十
二
世
紀
及
び
第
十
三
世
紀
か
ら
第
十
八
世
紀
に
至
る
閉
に
於
い

て
著
し
き
発
達
を
遂
げ
、
種
六
の
分
化
を
為
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
種
類
を
大
別
す
れ
ば
、
年
市
（
ｑ
胃
守
～
昌
胃
写
）

週
市
（
｛
胃
オ
◎
９
９
昌
胃
斤
）
及
び
大
市
（
ａ
¢
買
窃
。
。
０
）
の
三
種
別
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
年
市
（
叫
胃
ず
～
８
胃
軍
）
は
、

某
督
教
〇
三
大
帥
た
る
降
誕
祭
・
復
活
祭
及
び
五
句
祭
○
祭
日
に
、
多
数
信
考
の
米
集
す
る
機
会
を
利
川
し
、
大
寺
院
Ｏ
所
在
地
又

は
封
雄
諦
傑
Ｏ
城
下
町
に
松
い
て
閑
催
さ
れ
た
も
Ｏ
で
あ
り
、
其
Ｏ
糾
織
は
近
傍
の
農
民
が
宋
帝
を
売
る
外
、
附
近
の
大
都
会
及
び



小
都
会
の
商
人
並
び
に
職
人
も
来
集
し
、
夫
六
の
都
市
の
製
作
品
を
も
販
売
し
た
も
の
で
、
其
の
買
い
手
は
主
と
し
て
都
会
及
び
田

舎
の
消
費
老
で
あ
っ
た
。
次
に
大
市
（
巳
¢
峯
雷
。
・
¢
）
は
、
交
通
の
要
衝
に
当
っ
て
い
る
大
都
会
に
於
い
て
、
其
の
交
通
上
の
利
点

を
利
用
し
て
、
数
週
問
の
長
き
に
亙
っ
て
開
催
さ
れ
、
内
外
の
商
人
が
、
夫
六
其
の
地
方
の
特
産
物
を
も
た
ら
し
来
っ
て
売
買
に
従

事
し
た
も
の
で
、
小
売
の
外
に
卸
売
を
も
行
い
、
又
外
国
の
商
人
に
も
取
引
を
許
可
し
た
点
に
於
い
て
、
年
市
（
ｑ
胃
盲
～
昌
胃
け
）

及
び
週
市
（
｛
胃
事
◎
９
彗
昌
胃
軍
）
と
其
の
趣
き
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
週
市
（
ｑ
胃
オ
◎
Ｏ
｝
彗
冒
胃
奪
）
は
、
地
方
農
民
の

穀
物
及
び
野
菜
等
と
、
都
会
で
製
作
さ
れ
た
工
業
製
品
と
の
交
換
を
為
す
仕
組
み
で
営
ま
れ
、
毎
週
一
、
二
回
之
を
開
催
し
た
の
で

あ
る
。
都
会
の
住
民
は
、
此
の
市
に
よ
っ
て
生
活
の
資
料
を
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
品
質
・
価
格
及
び
度
量
衡
等
に
就
い
て
、
取

締
を
為
し
、
或
い
は
消
費
者
先
買
権
を
認
め
、
都
会
の
消
費
老
が
其
の
日
用
品
を
買
取
っ
た
後
で
な
け
れ
ば
、
商
人
又
は
外
来
者
に

販
売
す
る
こ
と
を
得
な
い
こ
と
と
し
、
或
い
は
農
産
物
を
市
以
外
に
於
い
て
売
買
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
等
、
消
費
者
の
利
益
を
保

護
し
、
且
つ
生
産
老
と
消
費
者
と
の
直
接
交
換
を
盛
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
此
の
週
市
か
ら
進
ん
で
、
都
市
の
住
民
の
問
に
は
、

連
日
開
市
す
る
も
の
を
生
ず
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
、
都
市
に
於
い
て
需
要
さ
れ
る
も
の
は
、
共
の
食
料
品
た
る
と
、
又
工
業
製
品
た
る
と
を
問
わ
ず
、
多
く
は
消
費
劣

相
手
の
直
接
交
拠
で
あ
る
か
ら
、
商
業
の
大
い
に
発
達
す
る
に
牟
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
明
か
で
あ
る
。
然
し
当
時
の
都
市
に
於
い

て
も
、
小
規
模
の
小
売
商
業
は
営
ま
れ
て
い
た
Ｏ
で
あ
る
。
蓋
し
余
裕
あ
る
者
は
、
週
市
及
び
年
市
等
に
於
い
て
、
共
の
所
妥
＾
を

購
入
す
る
こ
と
が
出
米
る
が
、
其
の
日
幕
し
の
生
活
を
送
る
者
に
取
っ
て
は
、
定
日
に
開
場
す
る
市
を
利
州
す
る
だ
け
の
余
裕
の
無

い
為
め
に
、
小
売
商
人
の
仲
介
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
卸
売
商
、
即
ち
転
売
の
口
的
を
以
っ
て
商
人
に
販
売
す
る
商
品
は
、
主
と
し
て
大
市
に
於
い
て
外
同
人
が
従
事
し
た
も
Ｏ
で
あ
っ

　
　
　
都
府
経
済
の
段
階
と
現
今
の
広
域
経
済
圏
の
問
題
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
（
三
三
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
（
三
三
四
）

て
、
其
の
取
扱
う
商
品
も
、
香
料
・
熱
帯
地
方
の
果
実
・
乾
魚
・
塩
肴
・
毛
皮
・
精
巧
な
る
布
及
び
葡
萄
酒
等
で
あ
っ
て
、
都
市
の

近
傍
よ
り
産
出
す
る
目
用
品
の
如
き
は
、
其
の
取
引
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
且
つ
其
の
販
売
も
、
制
限
が
あ
り
、

一
定
の
分
量
以
下
に
於
い
て
は
販
売
す
る
を
許
さ
れ
ず
、
小
且
里
の
販
売
は
、
其
の
都
市
定
住
の
小
売
商
人
の
活
動
範
囲
に
保
留
さ
れ

る
様
に
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
上
述
し
た
る
市
場
制
度
と
共
に
、
中
世
都
市
の
特
徴
を
為
し
て
い
る
も
の
は
、
其
の
城
壁
（
ｑ
竃
雲
お
）
の
制
度
で
あ
る
。
是
等

都
市
は
、
其
の
起
源
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
必
要
上
、
克
く
敵
軍
に
対
抗
し
て
白
領
を
守
り
得
可
き
要
害
の
地
に
「
城
」

を
設
け
、
通
常
之
を
続
ら
す
に
其
の
従
臣
の
家
を
以
っ
て
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
城
主
は
此
の
限
ら
れ
た
る
繰
囲
の
外
部
に
、

共
の
臣
属
た
る
農
民
を
住
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
彼
等
は
其
の
主
君
の
為
め
に
、
「
人
壁
」
（
邑
¢
竃
Ｏ
易
Ｏ
ブ
彗
旨
彗
胃
）
と

な
り
、
之
に
対
し
て
年
貢
及
び
賦
役
の
軽
減
の
恩
典
に
与
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
後
漸
く
に
し
て
、
是
等
住
民
の
問
に
、
次
第
に
工

業
の
発
達
す
る
を
見
る
に
至
る
。
共
の
工
業
は
、
始
め
主
君
の
必
要
品
、
殊
に
武
器
の
製
造
を
以
っ
て
其
の
主
た
る
も
の
と
し
た
の

で
あ
る
が
、
城
主
が
工
業
の
民
に
保
護
を
与
え
た
結
果
と
し
て
、
各
種
の
、
堪
能
な
る
工
業
者
の
集
住
す
る
あ
り
、
斯
く
し
て
有
力

な
る
城
主
の
周
囲
に
は
、
多
数
の
手
工
業
者
が
参
集
し
、
是
等
の
人
々
は
所
謂
城
下
町
の
発
達
に
白
の
づ
と
貢
献
す
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。

　
斯
く
の
如
く
に
し
て
都
府
の
全
地
域
は
、
城
主
の
保
護
の
下
、
外
敵
に
対
し
て
一
個
の
封
鎖
的
区
域
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
斯

く
し
て
多
数
の
都
府
は
、
城
の
周
辺
に
売
達
し
、
領
主
は
共
の
白
領
内
に
「
町
」
を
繁
栄
せ
し
め
る
こ
と
を
以
っ
て
、
彼
等
の
利
益



な
り
と
し
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
都
府
と
其
の
商
工
業
と
が
益
六
発
展
す
る
に
伴
い
、
其
の
領
主
は
他
の
領
主
に
対
し
て
、
殊
に
事
実

上
の
最
高
主
権
者
た
る
盟
主
に
対
し
て
、
愈
六
克
く
独
立
の
地
位
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
で
あ
る
。

　
「
日
本
は
都
府
の
国
に
あ
ら
ず
、
十
二
世
紀
の
末
葉
に
至
る
ま
で
、
京
都
は
都
府
と
し
て
口
せ
ら
れ
る
得
べ
き
唯
一
の
地
に
し
て
、

当
時
大
な
る
発
達
を
遂
げ
、
後
の
何
れ
の
時
よ
り
も
逢
か
に
広
大
な
り
。
然
り
と
難
も
、
此
の
他
に
都
府
な
る
名
称
を
値
す
べ
き
地

あ
る
を
見
ず
。
而
し
て
、
其
の
周
囲
に
廓
壁
を
続
ら
す
こ
と
な
き
は
、
日
本
の
都
府
が
欧
州
の
都
府
と
異
な
る
所
の
特
色
な
り
」
と

は
、
　
「
目
本
経
済
史
論
」
の
著
者
が
、
同
書
の
第
三
篇
を
成
す
る
「
都
府
及
び
座
」
を
説
き
起
さ
ん
と
し
て
、
其
の
破
題
に
、
日
本

の
都
府
と
欧
羅
巴
の
都
府
と
を
比
較
し
て
論
断
せ
る
一
節
で
あ
る
（
福
田
徳
三
著
「
日
本
経
済
史
論
」
ニ
ハ
四
頁
以
下
。
）
而
し
て
現
に
今

日
存
す
る
、
日
本
の
都
府
は
、
其
の
多
く
の
も
の
は
、
殆
ん
ど
凡
て
大
小
名
の
唐
城
の
存
し
た
る
地
に
、
之
を
見
得
る
の
で
あ
っ
て
、

唯
若
干
の
例
外
と
し
て
、
城
下
に
非
ず
し
て
、
商
業
地
た
る
も
の
、
例
え
ば
、
美
濃
の
岐
阜
・
伊
勢
の
松
阪
及
び
四
日
市
・
近
江
の

大
津
及
び
長
浜
の
如
き
を
見
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
欧
州
の
都
府
と
異
る
処
は
、
続
ら
す
に
廓
壁
を
以
っ
て
し
て
、
明
か
な
る

限
界
の
見
得
べ
き
も
の
の
な
い
こ
と
、
之
れ
で
あ
る
。
此
の
場
合
、
城
主
の
支
配
す
る
地
域
広
き
に
従
い
、
経
済
上
の
発
展
益
六
大

に
し
て
、
営
業
者
の
地
位
錐
固
な
る
に
伴
い
、
経
済
上
の
進
歩
も
亦
、
見
る
可
き
も
の
あ
る
こ
と
は
、
云
う
を
竣
た
ざ
る
処
で
あ
る
。

　
欧
州
Ｏ
諮
都
府
の
、
内
部
の
経
済
紺
織
と
し
て
市
場
制
度
の
あ
る
こ
と
、
而
し
て
之
を
外
部
に
対
し
て
区
劃
す
る
も
の
と
し
て
城

廓
制
度
の
あ
る
こ
と
、
是
等
二
個
の
も
の
は
、
都
府
経
済
の
段
階
の
、
最
も
顕
著
な
る
特
徴
を
為
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
今
問
趣
に
し
て
い
る
経
済
圏
の
点
よ
り
見
る
な
ら
ば
、
先
ず
城
帷
制
度
、
ン
、
の
も
の
の
検
討
か
ら
初
め
な
け
れ
ば
ら
な
ぬ
で
あ

　
　
　
祁
府
経
済
の
段
階
と
現
今
の
広
域
経
済
圏
の
問
題
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
（
三
三
五
）
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ろ
う
。
蓋
し
之
れ
あ
る
に
よ
っ
て
、
初
め
て
当
時
の
経
済
圏
な
る
も
の
が
、
具
体
的
に
区
劃
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
欧
羅
呂
諸
都
市
の
本
質
を
究
め
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
其
○
起
源
を
為
す
羅
馬
の
都
市
に
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
一
体
羅
馬
人
は
、

彼
等
の
偉
大
な
る
鉛
細
工
師
及
び
計
劃
師
た
る
の
資
格
を
以
っ
て
、
徹
底
的
に
人
工
を
以
っ
て
、
都
市
の
建
設
を
遂
行
し
た
の
で
あ

る
・
而
し
て
其
の
元
を
為
す
は
、
飽
く
ま
で
計
画
性
で
あ
り
、
確
実
な
、
而
し
て
堪
能
な
根
拠
「
ト
依
っ
て
誘
導
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

彼
等
の
都
市
計
画
圏
と
は
、
街
路
・
城
骸
及
び
建
造
物
が
、
如
何
な
る
方
法
に
依
拠
し
て
、
地
上
に
配
列
さ
れ
得
る
か
を
、
示
さ
ん

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
・
彼
等
は
其
の
都
邑
測
最
手
又
は
検
地
者
　
　
之
を
彼
等
は
。
ｑ
８
旨
き
ら
　
と
称
し
て
い
た
　
　
を
従
属
せ

し
め
・
是
等
の
人
六
は
測
最
便
覧
又
は
測
最
教
範
　
　
当
時
ｇ
Ｎ
ｇ
竃
◎
。
・
§
吾
畠
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
　
　
に
依
っ
て
教
導
さ

．
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
而
し
て
彼
等
は
今
日
尚
お
誇
り
得
る
、
多
数
の
業
績
を
残
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
　
例
せ
ば
、
司
。
、
昌
、

■
ま
涼
ヵ
◎
昌
器
の
如
き
、
共
の
偉
大
な
都
市
建
設
図
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
今
述
べ
て
来
た
様
な
智
識
及
び
業
績

は
・
唯
斯
界
の
進
歩
せ
る
近
代
に
於
い
て
の
み
、
之
に
卓
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
中
世
並
び
に
近
世
の
初
期
推
び
に

中
期
に
於
い
て
は
、
到
底
羅
馬
の
都
市
計
画
に
は
及
び
得
可
く
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
過
去
数
世
紀
を
通
じ
て
の
、
欧
羅
巴
に
於
け
る
都
市
の
研
究
は
、
近
年
に
至
り
、
共
の
多
く
の
、
困
難
な
諮
事
情
か
ら
解
放
さ
れ

る
様
に
な
り
、
而
し
て
、
当
時
摘
か
れ
た
絵
図
師
及
び
触
刻
師
の
千
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
、
諦
椰
市
の
全
姫
的
な
眺
望
図
が
、
殆
ん

ど
堰
直
的
な
眺
望
と
、
而
し
て
共
の
後
に
漸
次
改
良
さ
れ
て
米
た
、
典
の
平
而
図
と
を
連
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雲
に
都
市
絵
画

の
売
連
史
に
於
い
て
、
一
の
新
転
機
を
乍
ず
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
婁
に
文
字
迦
り
に
、
伽
、
識
Ｏ
、
新
鮒
な
容
櫛
が
、
加
え
ら
れ

て
来
た
の
で
あ
る
。
絵
図
を
見
る
人
の
眼
は
、
諦
郁
市
の
横
欧
の
み
な
ら
ず
、
又
人
六
の
都
市
の
、
特
別
な
雄
設
的
形
態
に
於
い
て

衣
塊
さ
れ
た
も
Ｏ
と
し
て
〇
一
都
市
Ｏ
特
性
及
び
答
貌
を
、
観
察
し
得
る
の
み
な
ら
ず
、
又
共
の
根
木
的
な
構
造
及
び
売
達
の
方
法



を
も
・
洞
察
せ
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
而
し
て
隻
に
所
謂
都
市
の
発
展
の
方
法
こ
ン
、
は
、
夫
六
の
都
市
の
構
造
を
作
る
も
の
で
あ
る
。

　
都
市
と
其
の
之
を
囲
続
す
る
地
方
と
○
問
の
諸
関
係
及
び
当
該
都
市
に
於
け
る
、
種
六
の
建
造
物
と
街
衝
と
の
問
の
諸
関
係
、
更

ら
に
都
市
の
発
展
を
導
き
、
而
し
て
又
此
の
発
展
に
随
応
し
た
処
の
街
路
の
経
緯
、
夫
点
の
特
性
を
伴
う
処
の
都
市
発
展
の
、
種
友

の
段
階
、
凡
そ
是
等
の
事
柄
は
、
進
歩
し
た
都
市
地
図
に
あ
っ
て
は
、
明
瞭
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
で
る
。

　
羅
馬
時
代
と
、
而
し
て
近
世
と
の
問
に
於
い
て
は
、
上
の
様
な
事
情
を
立
証
す
る
文
献
の
種
類
を
、
遺
憾
な
が
ら
欠
い
て
い
る
の

で
あ
る
・
中
世
紀
の
大
部
分
を
通
し
て
、
都
市
地
図
の
如
何
な
る
形
態
の
も
の
を
も
、
之
を
見
出
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
若
し
斯
か

る
絵
図
の
若
干
の
も
の
で
も
制
作
さ
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
個
六
の
都
市
に
就
い
て
の
諸
事
実
を
、
吾
人
は
一
層
明
白
に
知
り
得
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
羅
馬
時
代
と
、
而
し
て
近
世
の
諸
時
代
と
の
問
に
、
此
の
種
の
明
証
を
欠
い
て
い
る
為
め
に
、
実
に
中
世
の
大
部
分
を
通
じ
て
、

石
人
は
個
々
の
都
市
に
就
い
て
の
請
事
実
を
、
後
世
に
告
げ
る
こ
と
の
出
米
る
、
如
何
な
る
型
の
も
の
を
も
、
共
の
表
現
さ
れ
た
も

の
を
、
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
年
代
紀
又
は
聖
書
の
中
の
物
語
り
を
図
示
す
可
く
、
偶
六
一
の
都
市
を
描
写
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
る
様
な
場
合
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
之
を
認
め
得
る
で
あ
ろ
う
。
此
の
時
代
に
於
い
て
は
、
地
図
の
画
工
は
殆
ん
ど
僧
院

に
松
い
て
、
共
ｏ
奉
仕
化
活
の
一
端
と
し
て
、
彩
管
を
握
り
、
為
に
宗
教
上
の
目
的
を
主
と
し
て
、
実
際
上
の
□
的
は
閑
却
叱
ら
れ
、

而
し
て
努
い
充
足
す
可
き
市
民
達
の
誇
り
と
、
而
し
て
合
法
的
な
民
衆
へ
の
期
待
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
彼
等

の
地
図
作
舳
に
は
、
写
実
主
義
の
傾
向
は
、
之
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
偶
六
共
の
残
さ
れ
た
も
の
を
見
る
と
、
当

時
○
僧
院
「
ト
従
属
し
て
い
た
地
図
制
作
者
等
は
、
単
に
「
郁
市
」
の
表
象
を
、
実
質
的
に
象
形
文
字
及
び
記
。
万
文
字
で
表
現
さ
れ
て

い
た
も
の
に
代
わ
る
に
、
風
雅
な
、
而
し
て
徴
密
な
廓
壁
・
尖
塔
及
び
教
会
の
餅
を
型
通
り
に
披
び
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
之
を

　
　
　
都
府
経
済
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段
階
と
現
今
の
広
域
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再
現
し
た
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
の
作
品
で
、
当
時
他
の
類
似
作
品
に
比
較
し
て
見
て
程
戊
野
心
的
で
あ
っ
た
と
見

ら
れ
る
地
図
は
、
其
の
絢
欄
た
る
色
彩
を
施
し
た
点
に
の
み
、
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
万
事
が
厳
格
な
型
を

保
持
す
る
こ
と
に
、
努
め
ら
れ
、
所
謂
型
通
り
の
図
は
、
屡
六
制
作
さ
れ
て
い
て
も
、
是
等
は
決
し
て
表
現
が
実
際
の
都
市
の
景
観

を
適
確
に
再
現
す
る
と
云
う
要
求
に
は
、
合
致
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
又
当
時
の
地
図
で
、
可
な
り
一
般
の
も
の
と

偏
俺
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
作
老
が
空
想
と
、
而
し
て
表
号
の
教
示
を
窓
に
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
例
せ
ば
羅
馬

を
獅
子
の
形
に
於
い
て
表
現
し
た
り
、
又
ブ
リ
ソ
ジ
シ
ー
（
零
ぎ
穿
ｅ
を
売
鹿
の
形
に
於
い
て
示
し
た
り
し
た
の
で
あ
る
。

六

　
以
上
の
様
な
事
情
は
、
共
が
第
十
四
世
紀
及
び
第
十
五
世
紀
に
入
る
と
同
時
に
、
急
激
に
変
化
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
諸
都

市
を
絵
図
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
、
及
び
是
等
の
絵
図
其
れ
ｎ
体
を
口
的
と
す
る
も
の
と
、
而
し
て
他
の
何
等
か
の
目
的
の
為
め
の

背
景
と
し
て
の
都
市
を
絵
図
に
於
い
て
表
現
す
る
こ
と
、
凡
そ
是
等
の
こ
と
が
、
時
代
の
流
行
と
し
て
盛
行
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
而
し
て
其
の
取
り
扱
い
の
方
法
は
、
或
る
場
合
に
は
概
略
的
な
こ
と
が
あ
り
、
又
或
る
場
合
に
は
伝
統
的
・
慣
肖
的
な
こ
と
が

あ
り
、
又
他
の
場
合
に
は
現
実
的
な
こ
と
が
あ
り
、
而
し
て
其
○
何
れ
の
場
合
た
る
と
を
問
わ
ず
、
個
六
の
都
市
に
対
し
て
は
、
明

白
な
論
及
を
以
っ
て
臨
ま
れ
て
居
り
、
時
に
は
重
要
な
建
築
物
の
み
を
明
瞭
に
認
識
し
得
る
様
に
企
凶
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
又
都

市
と
建
造
物
と
を
、
混
合
し
た
形
態
を
採
る
も
の
も
あ
る
。
而
し
て
是
等
中
世
の
諸
都
市
に
就
い
て
の
、
之
を
証
拠
立
て
る
労
作
、

卵
ち
是
等
の
郁
市
絵
図
の
価
値
に
関
し
て
は
、
共
の
使
用
さ
れ
た
方
法
の
如
何
に
よ
り
、
之
を
決
定
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

即
ち
緒
局
に
於
い
て
は
、
絵
図
製
作
者
に
よ
っ
て
採
川
さ
れ
た
処
の
観
照
の
如
何
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
、
蓋
し
之
は
諦
事
実
の
如



何
に
多
数
を
、
而
し
て
又
如
何
な
る
種
瓢
の
も
の
を
、
其
の
絵
図
面
に
於
い
て
、
採
択
す
る
か
を
決
定
す
る
故
で
あ
る
。
視
界
の
水

平
又
は
水
平
に
近
い
線
を
持
っ
て
い
る
処
の
全
景
的
眺
望
な
る
も
の
は
、
第
十
四
世
紀
及
び
第
十
五
世
紀
の
、
伊
太
利
に
於
け
る
芸

術
作
品
に
あ
っ
て
は
、
極
め
て
普
及
し
て
い
た
手
法
で
あ
る
。
例
え
ば
、
十
字
架
に
あ
げ
ら
れ
た
基
督
の
画
像
の
背
景
に
見
ら
れ
る

眺
望
で
あ
る
。
此
の
種
の
絵
画
は
、
吾
人
に
多
く
の
こ
と
を
指
示
す
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
之
を
取
り
扱
わ
ん
と
す
る
画
家
の
立
場
、

即
ち
作
者
が
一
の
都
市
を
描
写
せ
ん
と
し
て
、
当
該
都
市
の
上
部
を
眺
望
し
得
る
丘
陵
の
上
に
立
っ
て
、
斜
の
方
向
に
其
の
都
市
を

観
察
せ
ん
と
す
る
場
合
と
、
而
し
て
純
然
た
る
水
平
的
視
界
の
下
、
都
市
描
写
を
遂
行
せ
ん
と
す
る
場
合
、
凡
そ
是
等
の
観
照
の
問

に
は
、
色
人
の
等
級
の
差
が
、
認
め
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。
今
記
し
た
様
な
、
斜
視
法
と
で
も
称
す
可
き
描
法
は
、
一
都
市
に
於
け
る

諸
建
築
物
の
系
列
又
は
其
の
横
顔
以
上
に
、
よ
り
多
く
の
も
の
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
此
の
図
法
は
当
該
都
市

を
一
の
面
秩
と
し
て
摘
く
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
、
為
め
に
共
の
都
市
に
於
け
る
諸
部
分
の
配
置
関
係
を
明
瞭
な
ら
し
む
る
に

極
め
て
効
果
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
又
同
時
に
、
当
該
都
市
に
於
け
る
交
通
路
の
系
統
及
び
其
の
組
織
の
若
干
の
も
の
を
、
此
の

絵
図
か
ら
認
め
得
る
様
に
企
図
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
更
ら
に
諸
建
築
物
に
至
っ
て
は
、
其
の
平
面
図
に
迄
短
縮
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
、

是
等
建
造
物
の
高
さ
と
、
而
し
て
其
の
建
築
上
の
諸
特
微
と
は
、
極
め
て
巧
妙
に
描
写
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
水
平
的
眺
望
の

観
照
よ
り
し
て
移
写
に
可
能
で
あ
っ
た
処
の
、
如
何
な
る
地
物
も
、
共
の
後
に
発
生
し
た
斜
視
的
眺
望
に
取
っ
て
は
、
不
可
能
な
も

の
は
、
一
と
し
て
之
を
見
出
し
得
な
い
こ
と
が
、
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
こ
と
は
、
第
十
六
世
紀
に
於
け
る
都
市
絵

図
製
作
の
指
導
的
原
理
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
一
都
市
の
、
明
白
に
し
て
、
且
つ
完
全
な
記
述
が
、
地
方
的
の
愛
郷
心
、
或
い

は
旅
行
家
及
び
地
理
家
の
功
利
主
義
の
要
求
に
よ
っ
て
充
当
さ
れ
た
時
に
、
此
の
傾
向
に
は
、
一
層
顕
著
な
も
の
が
あ
っ
た
。
而
し

て
此
の
描
法
が
、
其
の
多
く
の
も
の
を
、
第
十
五
世
紀
の
間
に
為
さ
れ
た
遠
近
配
置
の
科
学
に
於
け
る
、
宏
大
な
進
歩
に
負
う
て
い

　
　
　
都
府
経
済
の
段
階
と
現
今
の
広
域
経
済
圏
の
間
題
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
三
三
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
（
三
四
〇
）

る
こ
と
は
、
疑
う
余
地
の
無
い
処
で
あ
る
。
中
世
末
期
の
業
絞
と
し
て
特
に
挙
ぐ
可
き
は
、
バ
ル
バ
リ
（
定
８
り
◎
巾
胃
罫
ユ
Ｈ
偉
◎
１

畠
ま
）
の
制
作
に
な
る
ヴ
ェ
ニ
ス
（
く
竃
己
８
一
く
彗
＆
荷
）
の
絵
図
で
あ
ろ
う
。
此
の
人
は
寧
ろ
画
家
と
し
て
名
を
馳
せ
、
初
め

生
地
ヴ
ェ
ニ
ス
（
く
ｇ
己
８
一
く
彗
＆
荷
）
に
於
い
て
（
一
四
八
○
年
迄
）
、
後
に
独
逸
に
赴
き
、
諸
侯
の
為
め
に
制
作
に
従
事
し
、

最
後
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
零
易
。
。
ｏ
－
）
に
於
い
て
宮
廷
画
家
と
為
り
、
伊
太
利
絵
画
を
独
逸
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。

　
真
実
の
平
面
図
と
、
而
し
て
垂
平
的
眺
望
と
は
、
其
の
総
て
の
計
劃
及
び
目
的
の
点
よ
り
す
れ
ば
、
中
世
に
あ
っ
て
は
、
一
般
に

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
に
於
い
て
は
、
欧
羅
巴
以
外
の
諸
都
市
の
も
の
で
あ
っ
た
、
マ
リ
ノ
・
サ
ヌ
ド
（
竃
胃
ぎ
◎

ｏ
ｏ
竃
邑
◎
）
の
制
作
に
な
る
平
面
図
を
残
し
つ
つ
、
ロ
デ
ツ
ッ
（
宛
◎
箒
Ｎ
）
の
、
壮
大
な
平
面
図
を
制
作
す
可
き
、
一
四
九
六
年
の
訴

訟
と
、
而
し
て
一
五
〇
二
年
に
於
け
る
イ
モ
ラ
（
Ｈ
昌
ｏ
崖
）
の
地
図
を
舌
人
に
与
え
る
可
き
レ
ォ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ソ
チ
（
－
８
－

§
邑
◎
３
５
昌
二
軍
甲
旨
Ｈ
ｏ
．
）
の
天
才
と
を
、
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
是
等
の
業
績
す
ら
、
共
の
後

の
も
の
に
比
較
す
れ
ば
、
極
め
て
早
熟
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
凡
そ
都
市
の
平
而
図
が
、
一
五
五
一
年
に
於
け
る
、
羅
馬
の

ブ
ハ
リ
ニ
（
吋
三
昌
巳
）
の
業
績
に
初
ま
り
、
一
五
五
一
年
よ
り
二
年
に
亙
る
処
の
、
巴
黎
の
ト
ル
ツ
ェ
ヅ
ト
（
弓
『
易
９
ｇ
）
及
び

ホ
ヤ
ウ
（
串
◎
竜
仁
）
の
平
而
図
の
製
作
を
受
け
て
、
之
が
郁
市
絵
図
と
し
て
独
血
し
た
の
は
、
漸
く
箪
十
六
世
紀
の
後
半
で
あ
る
。

一
般
の
平
而
図
は
、
郁
市
の
場
合
に
於
い
て
は
、
共
の
閑
知
す
る
処
で
は
な
く
し
て
、
特
に
之
が
使
州
さ
れ
る
の
は
、
堰
直
又
は
垂

直
に
近
い
眺
望
で
あ
る
。
斜
に
観
察
せ
ん
と
す
る
眺
理
の
作
川
を
坤
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
極
め
て
多
数
の
、
固
有
の
地
図
、
或
い
は

平
而
図
と
同
様
の
緕
処
が
、
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
方
法
は
、
筑
十
六
世
紀
に
於
い
て
特
に
発
達
し
た
の
で
あ
る
が
、
従
来
の

平
而
図
の
み
に
倣
れ
て
、
余
り
に
も
共
の
仕
栴
の
不
幸
な
る
こ
と
に
気
付
か
な
か
っ
た
芸
術
家
達
は
、
峻
六
両
世
界
の
中
の
最
良
の

も
の
を
持
た
ん
と
腐
心
し
た
ｏ
で
あ
る
。
都
市
及
び
共
の
街
路
の
一
般
的
な
輪
廓
は
、
宛
か
も
上
ガ
か
ら
、
又
或
い
は
平
而
図
に
於



い
て
眺
め
ら
れ
た
か
の
如
く
に
、
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
一
方
、
建
築
物
・
城
壁
及
び
共
の
之
を
囲
続
す
る
風
景
、
即
ち
三

方
面
の
容
積
に
於
け
る
眺
望
の
下
、
興
味
を
覚
え
る
地
物
は
、
極
め
て
急
な
角
度
か
ら
眺
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
、
此
の

様
な
方
法
は
、
偶
六
一
の
煩
わ
し
い
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
其
は
都
市
の
内
部
は
純
然
た
る
平
面
図
の
形
式

を
採
っ
て
い
る
が
、
一
方
其
の
之
を
囲
続
す
る
郊
外
は
、
斜
面
図
の
形
式
を
採
る
も
の
が
あ
っ
て
、
鑑
賞
者
の
眼
は
、
田
舎
と
都
会

と
の
問
の
分
裂
を
、
抗
議
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
あ
る
。
此
の
時
代
に
制
作
さ
れ
た
、
ナ
ポ
リ
（
オ
老
Ｈ
雷
一
オ
８
肩
－
）
の
絵
図
で
、

其
の
現
存
す
る
も
の
に
、
此
の
混
合
様
式
に
属
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

　
漸
く
第
十
六
世
紀
に
入
る
と
、
欧
羅
巴
の
図
工
達
は
、
最
後
に
歴
史
家
・
地
理
家
及
び
都
邑
に
関
す
る
事
実
の
最
大
数
を
如
ら
ん

と
す
る
、
総
て
の
人
六
に
と
っ
て
、
極
め
て
価
値
の
あ
っ
た
方
法
で
、
都
邑
を
描
写
す
可
き
知
識
と
、
而
し
て
技
術
と
を
、
獲
得
し

た
の
で
あ
る
。
此
の
点
に
於
い
て
、
彼
の
有
名
な
都
市
眺
望
の
集
成
で
あ
る
Ｏ
邑
冨
け
窃
○
ま
庁
弓
胃
§
昌
旨
が
現
わ
れ
、
之
は
此

の
方
而
に
於
け
る
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
且
つ
又
此
の
分
野
に
あ
っ
て
は
、
其
の
最
大
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
之
を
全
体
と
し
て
見

る
時
は
、
其
の
収
め
ら
れ
た
諸
図
は
、
殆
ん
ど
斜
望
の
方
法
に
拠
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
平
両
図
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
知
識
が
、

此
の
眺
め
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
知
識
を
甚
だ
し
く
失
う
こ
と
な
し
に
、
附
加
さ
れ
る
場
合
に
は
、
是
等
は
何
れ
も
混
合
型
に
属
す

る
訳
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
混
合
型
を
採
用
し
た
こ
と
が
、
此
の
労
作
の
価
値
を
、
極
め
て
大
な
る
も
の
な
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
欧
羅
巴
に
於
け
る
諸
都
市
の
、
大
規
模
な
測
枇
は
、
画
家
が
其
の
簡
単
な
描
写
に
於
い
て
、
報
告
の
広
汎
な
知
識
を
伝
達
す
る

こ
と
が
出
来
た
瞬
問
に
於
い
て
、
初
め
て
五
口
人
に
提
供
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
是
等
の
絵
図
；
！
、
は
、
其
に
精
巧
な
、
而
し
て
宏
大
な

測
付
作
業
と
も
称
す
可
き
も
の
が
あ
る
。
共
の
収
録
さ
れ
た
内
容
を
為
す
諸
都
市
の
分
野
を
概
覧
す
る
に
、
之
は
主
と
し
て
欧
羅
巴

大
陛
に
分
布
す
る
都
市
で
あ
り
、
稀
に
は
欧
羅
巴
大
陸
以
外
の
大
陛
に
位
置
す
る
都
市
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
之
は
可
な
り
の
冒
険

　
　
　
都
府
経
済
の
段
階
と
現
今
の
広
域
経
済
圏
の
間
題
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
（
三
四
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
　
（
三
四
二
）

と
し
て
見
故
さ
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。
然
し
何
れ
に
し
て
も
、
此
の
図
録
集
の
標
題
が
、
其
の
内
容
と
比
較
し
て
、
可
な
り
過
大
な

も
の
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
学
界
の
一
部
の
人
六
は
、
之
を
批
難
し
て
い
る
様
で
あ
る
が
、
其
は
、
本
書
の
与
え
た

学
間
当
功
績
を
思
え
ば
、
必
ず
し
も
当
っ
て
い
る
と
は
云
い
得
な
い
の
で
あ
る
。
今
、
共
の
内
容
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
若
干
の
都

市
群
を
見
る
に
、
　
ト
レ
ド
ー
　
（
弓
◎
一
＆
◎
）
　
か
ら
ス
ト
ツ
ク
ホ
ル
ク
　
（
０
０
８
０
事
Ｏ
ぎ
）
迄
と
、
　
而
し
て
コ
ソ
ス
タ
ソ
チ
ノ
ー
プ
ル

（
Ｏ
◎
易
叶
竃
饒
昌
Ｈ
）
Ｈ
¢
）
か
ら
エ
ヂ
ソ
バ
ラ
（
向
ａ
ま
膏
ｏ
ｑ
ブ
）
迄
と
が
、
夫
六
並
列
さ
れ
て
い
る
。
是
等
の
一
系
列
に
は
、
英
国
及
び
仏

蘭
西
の
誇
る
首
府
と
、
而
し
て
ブ
ル
ノ
（
零
§
）
及
び
プ
レ
ス
ブ
ル
グ
（
？
露
。
・
冒
ｏ
ｑ
）
と
を
含
み
、
是
等
の
都
市
は
、
何
れ
も
羅

馬
時
代
に
見
る
様
な
、
敬
重
す
可
き
基
礎
と
、
而
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（
声
昌
。
・
８
Ｈ
３
旨
）
　
に
於
け
る
が
如
き
、
当
時
と
し
て
は

新
興
の
、
若
六
し
き
気
風
に
充
満
せ
る
都
市
と
を
含
み
、
夫
六
の
経
済
型
都
市
で
あ
り
、
又
一
方
で
は
曾
つ
て
は
強
大
な
り
し
も
、

今
や
漸
く
朽
ち
果
て
ん
と
す
る
都
市
を
も
含
み
、
之
を
全
体
と
し
て
概
観
す
る
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
都
市
を
例
ホ
す
可
き
、

極
め
て
多
彩
な
内
容
を
、
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

七

　
是
等
Ｏ
郁
市
絵
図
は
、
何
れ
も
箪
十
六
世
紀
後
半
の
諦
都
市
に
閑
す
る
知
識
の
豊
富
な
る
資
源
と
も
な
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
而

し
て
、
又
同
時
に
、
中
世
の
諾
都
市
に
関
し
て
、
共
の
殆
ん
ど
総
て
の
事
実
を
、
香
人
に
告
げ
る
の
で
あ
る
。
之
に
よ
っ
て
、
吾
人

は
第
十
六
世
紀
の
画
的
描
写
の
若
干
の
も
の
を
、
眺
め
る
こ
と
が
出
米
る
。
然
し
此
の
際
注
意
す
可
き
は
、
第
十
六
世
紀
に
於
け
る

諦
都
市
は
、
何
れ
も
共
の
ま
ま
又
中
世
の
都
市
で
も
あ
る
と
、
ム
う
こ
と
、
之
れ
で
あ
る
。
一
見
矛
爪
す
る
か
の
如
き
、
此
の
事
実
に

対
す
る
双
由
は
、
極
め
て
簡
単
で
あ
る
。
中
世
の
諸
郁
市
は
、
共
の
多
く
の
も
の
は
、
猟
十
四
世
紀
に
至
り
、
共
ｏ
発
連
の
頂
点
に



達
し
た
の
で
あ
る
・
爾
後
、
其
の
発
展
は
停
滞
し
た
の
で
あ
つ
て
、
是
等
の
諸
都
市
は
、
何
れ
も
共
の
占
い
城
壁
の
境
界
内
に
於
い

て
・
残
留
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
唯
極
め
て
僅
か
の
発
展
又
は
改
良
○
み
が
、
見
ら
れ
る
の
「
卜
過
ぎ
な
か
つ
た
。
第
十
六
世
紀
に

至
り
・
若
干
の
・
僅
か
の
進
歩
が
、
認
め
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
が
、
夫
六
の
場
合
を
見
る
と
、
ニ
ハ
○
○
年
代
の
都
市
と
、
而
し
て

二
二
五
〇
年
代
の
都
市
と
の
問
に
認
め
ら
れ
る
様
な
、
極
端
な
対
照
は
、
之
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
唯
此
の
場

合
・
若
干
の
例
外
は
・
之
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
は
倫
敦
（
－
◎
己
旨
）
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（
声
旨
。
。
け
、
、
｛
、
昌
）
の
二
都
市

で
あ
る
・
此
の
両
都
市
は
、
過
去
の
世
紀
の
問
に
於
い
て
、
著
し
く
発
展
し
つ
つ
あ
り
、
唯
此
の
場
合
に
あ
っ
て
も
亦
、
中
世
の
過

去
は
、
極
め
て
単
調
で
あ
っ
て
、
其
の
都
市
の
様
相
は
明
か
で
あ
っ
た
。

　
是
等
諸
都
市
の
絵
図
を
概
覧
し
て
、
吾
人
に
与
え
る
印
象
は
、
其
の
発
展
の
第
一
の
段
階
と
も
見
る
可
き
は
、
第
十
四
世
紀
に
遡

る
の
で
あ
る
・
而
し
て
都
市
建
設
の
面
に
於
い
て
、
計
画
に
類
す
る
様
な
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
も
の
、
即
ち
城
壁
及
び
道
路
の
進
行

が
見
ら
れ
る
処
、
又
若
干
の
、
重
要
な
建
築
物
が
認
め
ら
れ
る
処
、
羅
馬
人
の
諸
都
市
又
は
城
壁
と
し
て
、
或
い
は
中
世
の
地
方
伯

の
根
拠
地
（
吋
昌
習
の
）
と
し
て
、
夫
六
其
の
起
源
を
発
し
た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
是
等
の
中
世
初
期
に
於
け
る
都
市

は
・
其
の
中
心
を
為
す
も
の
は
、
原
則
と
し
て
、
教
会
及
び
国
家
に
対
す
る
行
政
の
核
心
で
あ
り
、
本
山
及
び
牧
師
の
唐
佳
．
地
方

伯
の
城
一
監
獄
・
造
幣
廠
及
び
倉
庫
等
が
設
け
ら
れ
て
居
り
、
是
等
の
肘
佳
地
の
壁
に
向
い
合
っ
て
、
新
た
に
構
成
さ
れ
た
地
域
が
、

発
展
し
、
此
の
地
域
に
於
い
て
は
、
商
人
・
工
匠
・
荷
馬
車
の
御
者
・
船
頭
等
の
佳
家
が
、
夫
々
雄
て
ら
れ
る
様
に
な
り
、
是
等
の

入
々
の
数
は
、
彼
等
が
一
層
広
大
な
市
場
を
、
彼
等
の
商
品
及
び
役
務
の
為
め
に
見
出
し
た
時
に
、
更
ら
に
・
拡
大
し
た
の
で
あ
っ
て
、

斯
く
し
て
・
城
雌
で
囲
繰
さ
れ
た
地
域
内
に
屠
佳
す
る
佳
民
の
数
よ
り
も
、
共
の
人
口
を
増
加
し
、
此
の
結
果
と
し
て
、
外
郭
地
域

の
而
秩
も
、
白
の
づ
と
拡
張
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
此
附
加
さ
れ
た
、
従
来
の
居
佳
民
よ
り
見
れ
ば
、
宛
か
も
隣
人
の
如
き

　
　
　
都
府
経
済
の
段
階
と
現
今
の
広
域
経
済
圏
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間
題
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淡
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一
七
　
（
三
四
三
）
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観
の
あ
る
人
六
の
居
佳
す
る
部
分
に
於
い
て
は
、
通
常
、
当
該
都
市
の
本
源
と
も
見
る
可
き
市
場
・
市
役
所
・
公
共
建
築
物
及
び
半

公
共
建
築
物
の
大
部
分
、
特
に
経
済
関
係
の
間
題
を
処
理
す
る
こ
と
を
其
の
目
的
と
す
る
建
造
物
等
が
、
櫛
比
し
て
い
る
の
が
、
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
、
此
の
新
し
い
居
佳
地
は
、
更
ら
に
其
の
前
方
に
城
壁
を
続
ら
す
に
至
り
、
此
の
種
の
都
市
は
、

第
十
世
紀
と
第
十
二
世
紀
と
の
問
に
於
け
る
聚
落
の
典
型
的
な
も
の
た
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
爾
後
、
膨
脹
は
二
重
の
中
心
の
外

に
あ
る
、
相
継
ぐ
地
積
を
囲
み
、
而
し
て
城
壁
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
生
し
、
か
か
る
膨
脹
は
、
普
通
に
は
第
十
四
世
紀
の
後

半
以
前
に
あ
っ
て
は
、
屡
六
見
ら
れ
た
が
、
此
以
後
に
於
い
て
は
、
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
。

　
是
等
の
段
階
は
、
地
図
の
平
面
図
に
於
い
て
は
、
如
何
に
読
み
取
ら
れ
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
第
一
に
、
吾
人
の
眼
に
入
る
も

の
は
、
都
市
の
城
壁
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
中
で
も
、
一
番
新
し
く
構
築
さ
れ
た
、
最
も
外
輪
に
設
け
ら
れ
た
も
の
が
、
又
著
し
く

認
め
場
い
の
で
あ
る
。
是
等
の
、
云
わ
ば
外
暁
と
も
称
す
可
き
廓
壁
は
、
尚
お
共
の
機
能
を
果
し
つ
つ
、
頑
強
に
保
持
さ
れ
て
居
り
、

而
し
て
又
充
分
に
修
理
さ
れ
肝
り
、
又
今
迄
に
既
に
築
か
れ
た
都
市
と
、
人
口
の
稀
薄
な
旧
舎
と
の
問
に
於
け
る
、
最
も
明
瞭
な
区

別
を
為
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
可
な
り
大
な
る
都
市
の
中
に
は
、
其
の
僅
か
の
も
の
だ
け
が
、
城
樺
の
外
側
に
あ
っ
て
、
防
備
さ
れ

ざ
る
、
敢
開
の
余
分
の
地
域
を
、
保
有
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
倫
敦
（
－
ｏ
己
昌
）
の
如
き
は
、
　
従
米
の
戦
禍
か
ら
超
然

と
し
て
、
慶
六
勝
利
を
繰
り
返
し
た
為
め
に
、
ｎ
の
づ
と
城
壁
の
必
要
を
無
川
な
し
し
め
、
他
ｏ
大
陛
諸
都
市
と
、
全
然
共
の
趣
き

を
異
に
す
る
こ
と
を
、
注
意
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
に
反
し
、
ミ
ラ
ノ
（
薫
－
彗
ｏ
）
・
ヶ
ル
ソ
（
穴
賢
目
）
・
ス
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク

（
Ｏ
Ｏ
Ｒ
窃
。
。
巨
品
）
．
バ
ー
ゼ
ル
（
団
轟
巴
）
及
び
チ
ュ
ー
リ
ツ
ヒ
（
Ｎ
巨
｝
）
等
は
、
何
れ
も
郁
内
と
、
而
し
て
都
外
と
の
問
の
、
厳
格

な
対
照
を
、
何
わ
せ
る
ｏ
で
あ
る
。
此
の
際
注
息
す
可
き
は
、
巴
黎
（
勺
胃
色
の
特
色
で
あ
る
が
、
若
し
之
を
し
も
、
　
一
〇
例
外

と
石
傲
さ
ん
－
戸
し
欲
す
る
た
ら
ば
、
共
は
半
ば
正
当
た
説
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
　
巴
黎
（
、
胃
オ
）
の
絵
図
に
依
れ
ば
、
共
ｏ
城
廓



は
一
時
は
衰
退
の
傾
向
を
見
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
共
○
後
、
一
五
三
〇
年
代
の
絵
図
を
見
る
と
、
都
市
発
展
の
一
形
式
た
る
リ
ボ
ソ

型
の
発
展
が
、
認
め
ら
れ
、
更
ら
に
一
〇
六
四
年
に
は
ヘ
ソ
リ
ー
（
串
竃
ｑ
）
四
世
に
よ
っ
て
城
壁
が
築
か
れ
、
又
ル
イ
（
「
ｏ
自
包

十
四
世
は
、
此
の
都
市
を
、
ニ
ハ
七
一
年
に
、
南
方
へ
伸
張
す
る
郊
外
発
展
の
総
て
の
も
の
を
囲
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
も
著

し
く
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
大
都
市
の
、
是
等
の
、
最
も
外
縁
の
防
禦
物
は
、
第
十
四
世
紀
の
建
造
に
な
る
も
の
で

あ
る
。
皿
Ｕ
黎
（
勺
胃
包
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
三
ハ
七
年
の
建
築
に
な
り
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
（
零
茅
。
。
９
）
に
於
い
て
は
、
其
の
外

壁
は
二
二
五
七
年
か
ら
二
二
七
九
年
の
間
に
築
造
さ
れ
、
　
又
バ
ー
ゼ
ル
（
吋
竃
巴
）
は
二
三
ハ
○
年
と
二
二
九
八
年
と
の
間
に
構
築

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ス
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
（
ｏ
Ｏ
Ｒ
竃
。
っ
巨
お
）
に
あ
っ
て
は
、
同
じ
城
壁
で
あ
っ
て
も
、
其
の
一
部
の
も
の
は
、
　
二
二

七
四
年
に
構
築
が
初
め
ら
れ
、
又
其
の
残
部
は
、
二
二
八
七
年
に
築
造
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ヶ
ル
ソ
（
穴
腎
目
）
は
、
他
の
諸
都
市
の

其
に
比
較
す
れ
ば
、
例
外
的
に
早
期
に
初
め
ら
れ
、
其
の
決
定
的
な
、
中
世
の
層
は
、
遠
く
一
一
八
○
年
に
遡
る
こ
と
が
出
来
、
而

し
て
此
の
都
市
の
発
展
に
関
し
て
、
極
め
て
野
心
的
で
あ
っ
た
為
め
、
共
の
一
層
大
な
る
発
展
に
際
し
て
は
、
更
ら
に
城
壁
を
不
必

婁
な
ら
し
め
た
程
に
、
元
の
城
蹄
は
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

　
独
り
倫
敦
（
－
ｏ
己
旨
）
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
旧
市
街
と
新
市
街
と
の
問
の
、
著
し
い
時
与
は
、
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

共
は
此
の
都
市
が
城
壁
を
必
要
と
せ
な
か
っ
た
事
情
に
職
由
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
此
の
様
な
、
他
の
関
係
は
、
南
方
に
於
け
る
、

若
干
の
都
市
に
見
ら
れ
る
処
で
あ
っ
て
、
是
等
の
諸
都
市
は
、
何
れ
も
、
共
の
偉
大
な
、
古
典
★
代
に
於
け
る
過
去
を
誇
っ
た
の
で

あ
る
。
而
し
て
、
此
の
古
典
古
代
の
時
代
か
ら
、
共
の
広
大
な
而
秩
を
包
む
城
雌
○
環
を
継
水
し
た
の
で
あ
る
。
斯
か
る
事
情
い
認

め
ら
れ
る
場
合
に
於
い
て
は
、
共
の
外
雌
は
、
古
代
の
築
造
に
か
か
り
、
例
え
ば
、
コ
ソ
ス
タ
ソ
チ
ノ
ー
ブ
ル
（
Ｏ
◎
易
け
竃
饒
昌
召
Ｈ
）

に
見
る
如
く
、
元
米
が
大
都
市
で
あ
り
、
是
等
の
防
禦
物
に
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
途
を
構
じ
て
、
共
の
小
命
を
延
長
せ
ん
こ
と
を
、

　
　
　
都
府
経
済
の
段
階
と
現
今
の
広
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淡
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）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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三
四
五
）
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劃
策
す
る
も
の
で
あ
る
。
又
他
の
、
若
干
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
中
世
及
び
近
世
初
期
に
於
け
る
聚
落
は
、
其
の
増
加
し
た
、
よ
り

大
な
る
人
口
の
為
め
に
、
既
に
建
設
さ
れ
た
防
禦
物
の
内
部
に
あ
っ
て
、
宛
か
も
一
つ
の
箱
の
中
に
雑
然
と
追
い
込
ま
れ
た
人
問
の

集
り
で
あ
る
か
の
如
き
様
相
を
、
呈
し
つ
つ
あ
る
都
市
も
、
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
例
え
ば
、
羅
馬
（
雰
昌
ｏ
）
の
場
合
を
見
る

に
、
其
の
膨
脹
が
、
如
何
に
し
て
、
小
さ
い
、
中
世
の
都
市
か
ら
、
古
代
の
周
辺
に
ま
で
及
ば
ん
と
し
つ
つ
あ
る
か
を
、
明
白
に
認

め
得
る
の
で
あ
る
。
既
に
建
設
さ
れ
た
地
積
は
、
往
昔
の
９
昌
君
。
っ
峯
ｐ
ま
易
及
び
Ｏ
亀
ぎ
ご
畠
目
－
よ
り
も
、
よ
り
広
大
な

地
積
を
、
被
覆
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
爾
余
の
部
分
に
対
し
て
は
、
道
路
が
、
其
の
道
を
隔
た
れ
る
荘
厳
の
朽
ち
つ
つ
あ
る

記
念
碑
を
通
じ
て
、
堀
り
出
さ
れ
た
り
、
又
水
路
橋
の
切
断
さ
れ
た
長
さ
を
通
過
し
つ
つ
、
又
凱
旋
門
の
蓬
か
に
見
え
る
巨
大
建
築
、

即
ち
円
形
闘
技
場
の
廃
嫌
を
通
っ
て
、
建
設
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
活
き
て
い
る
面
稜
の
、
殆
ん
ど
唯
一
の
証
拠
は
、
小
両
積
の

開
墾
さ
れ
た
田
畑
と
、
孤
立
し
た
田
舎
と
、
而
し
て
農
家
と
で
あ
っ
て
、
豆
と
大
麦
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
、
破
壊
さ
れ
た
柱
橿
、

其
は
郭
壁
内
の
羅
馬
（
カ
◎
昌
¢
）
の
大
部
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
の
様
な
こ
と
は
、
一
般
に
都
市
構
成
の
原
則
で
あ
る
が
、
凡
ン
、
一
都
市
に
し
て
、
共
の
外
廓
よ
り
内
心
の
方
へ
進
む
に
伴
い
、

一
屑
小
さ
い
、
而
し
て
一
膚
古
い
市
街
へ
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
バ
ー
ゼ
ル
（
団
窒
９
）
に
於
い
て
は
、
共
の
大
壁
は
、
後
の
第
十

二
世
紀
又
は
第
十
三
世
紀
に
建
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
ン
、
の
ま
ま
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
共
は
此
の
郁
市
の
、
往
時
の
心
臓
郁
と

も
云
う
べ
き
も
の
の
周
辺
を
、
大
な
る
円
周
を
描
き
つ
つ
、
囲
続
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
一
方
、
河
川
を
横
断
す
れ
ば
、

後
半
の
、
篤
十
三
世
紀
の
慌
は
、
小
さ
い
、
元
の
バ
ー
ゼ
ル
（
団
富
巴
）
を
廻
り
つ
つ
、
此
の
円
を
完
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
巴

黎
（
霊
『
色
に
あ
っ
て
は
、
極
め
て
明
細
な
平
行
が
認
め
ら
れ
、
共
の
北
岸
の
、
二
二
〇
七
年
に
築
造
さ
れ
た
壁
の
内
側
に
於
い

て
、
而
し
て
之
を
同
心
円
で
一
一
九
〇
年
に
築
造
さ
れ
た
雌
が
あ
り
、
是
等
の
線
は
、
何
れ
も
左
岸
に
同
じ
両
秩
の
廻
り
に
継
続
さ



れ
て
い
る
の
で
あ
る
・
ブ
ラ
ッ
セ
ル
（
睾
茅
。
。
巴
）
に
於
い
て
も
、
第
十
二
世
紀
後
半
の
壁
は
、
第
十
四
世
紀
に
築
造
さ
れ
た
防
壁

の
包
囲
の
中
に
あ
る
こ
と
が
、
よ
く
認
め
ら
れ
る
。

　
以
上
・
欧
羅
巴
の
古
都
市
は
、
何
れ
も
其
の
周
辺
に
防
禦
壁
を
続
ら
し
て
い
る
こ
と
が
、
概
観
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
時
代
の
経

過
す
る
と
共
に
、
是
等
防
壁
の
有
用
性
は
、
既
に
喪
失
す
る
に
至
り
、
永
久
に
其
○
保
存
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で

あ
る
・
然
る
に
此
の
事
情
と
は
正
に
相
反
し
て
、
各
民
家
は
、
是
等
の
防
禦
壁
が
直
面
し
て
、
又
其
の
上
部
に
、
更
ら
に
は
是
等
を

貫
通
し
て
、
建
設
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
是
等
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
曾
つ
て
の
防
禦
壁
は
、
何
れ
も
断
石
の
石
切
場
と
し
て

役
立
つ
こ
と
と
な
り
・
是
等
に
一
層
便
利
に
接
近
せ
ん
と
し
て
、
破
壌
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
に
し
て
、
一
壁
の
、

頁
実
の
構
成
は
、
漸
く
消
失
す
る
で
あ
ろ
う
。

八

　
以
上
、
欧
羅
巴
の
中
世
都
市
に
就
い
て
は
、
共
の
城
暁
な
る
も
の
が
、
当
時
の
独
自
の
施
設
と
し
て
、
共
の
機
能
を
果
し
た
こ
と

を
・
客
述
し
た
の
で
あ
る
が
・
是
等
の
防
禦
壁
が
漸
次
破
壊
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
は
、
結
局
に
於
い
て
は
、
経
済
圏
の
拡
大
し
た
こ

と
に
・
共
の
主
内
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
、
塊
今
に
於
い
て
は
、
都
市
圏
と
云
う
言
災
の
代
り
に
、
経
済
圏
又
は
活
動

中
心
地
な
る
語
が
、
最
も
適
切
に
現
実
を
表
槻
す
る
の
で
あ
る
。

　
然
し
妻
に
注
意
す
可
き
は
、
曾
つ
て
の
都
市
防
禦
区
な
る
も
の
が
共
の
存
在
理
由
を
持
っ
た
時
代
に
あ
っ
て
は
、
仮
令
是
等
諮
都

市
が
共
の
周
辺
に
城
壁
を
続
ら
し
て
い
て
も
、
当
該
都
市
が
発
達
す
る
に
は
、
必
ず
共
の
周
辺
に
郊
野
の
展
開
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、

此
の
都
邑
に
米
塩
・
薪
炭
の
類
を
提
供
す
る
体
制
が
採
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
之
れ
で
あ
る
。
今
前
述
し
た
、
欧
縫
巴
大
郁
の
地
図
を

　
　
　
郁
府
経
済
の
段
階
と
現
今
の
広
域
経
済
圏
の
問
題
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
一
、
一
四
七
）
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二
二
　
（
三
四
八
）

集
成
せ
る
、
ブ
ラ
ウ
ソ
・
ホ
ー
ゲ
ソ
ベ
ル
ク
（
零
碧
〒
曽
◎
鷺
亭
胃
ｏ
ｑ
）
の
図
録
集
を
播
く
も
、
諸
都
市
を
囲
続
せ
る
景
観
は
、
是
等

の
地
図
を
製
作
せ
る
芸
術
家
達
に
よ
っ
て
、
多
く
は
単
な
る
附
加
物
と
し
て
、
又
或
い
は
枠
細
工
と
し
て
、
思
惟
さ
れ
て
い
た
の
に

過
ぎ
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
而
か
も
都
市
と
田
舎
と
の
問
の
関
係
は
、
極
め
て
変
種
に
富
み
、
都
市
附
近
の
景
観
の
、
単
な
る
見

取
り
図
以
外
に
、
広
範
囲
に
互
る
図
が
、
描
か
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
是
等
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
都
市
は
、
寧
ろ
其
の
相
対
的

重
要
性
に
於
い
て
は
、
退
嬰
し
、
之
を
図
全
体
と
し
て
見
る
時
に
は
、
都
市
図
と
称
す
る
よ
り
は
、
景
観
図
と
云
っ
た
方
が
、
蓬
か

に
適
切
な
も
の
が
あ
る
。
而
し
て
此
の
都
市
絵
図
に
附
加
さ
れ
た
、
各
都
市
に
関
す
る
解
説
文
の
中
に
於
い
て
、
必
ず
都
市
周
辺
の

こ
と
に
言
及
し
、
各
国
共
、
其
の
産
業
が
主
と
し
て
農
業
で
あ
っ
た
中
世
の
事
で
あ
る
か
ら
、
何
れ
も
其
の
土
壌
の
豊
饒
性
・
水
利
・

肥
沃
・
膏
腺
等
の
点
に
説
き
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
斯
か
る
聚
落
構
成
の
体
制
は
、
特
に
近
世
大
工
業
の
完
成
以
来
、
一
変
す
る
に
至
り
、
交
通
手
段
が
異
常
な
る
増
大
と
完
傭
と
を

遂
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
爾
来
国
民
的
全
生
産
は
経
済
範
聞
に
汎
ね
く
分
布
せ
ら
れ
、
各
生
産
部
門
は
大
Ａ
に
最
も
都
合
の
よ
い
立

地
を
得
る
様
に
と
心
懸
け
る
に
至
り
、
雲
に
工
業
地
区
に
は
家
内
工
業
地
区
な
る
も
の
の
成
立
を
見
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
斯

く
し
て
都
市
と
旧
介
と
の
間
に
構
わ
り
し
差
別
は
、
撒
廃
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
共
の
半
而
に
於
い
て
は
、
工
業
都
市
の
附
近

に
、
工
業
設
備
及
び
労
働
劣
の
仕
宅
が
、
漸
く
郊
外
地
・
近
在
地
に
ま
で
雄
設
せ
ら
れ
、
是
等
が
一
区
劃
ｏ
内
に
於
い
て
く
口
集
す
る

緕
火
と
し
て
、
雲
に
工
業
圏
と
も
称
し
得
べ
き
沽
動
巾
心
地
の
形
成
を
、
見
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
ｏ
様
に
見
米
れ
ば
、
中
世
の
都
市
が
共
ｏ
周
辺
の
田
舎
と
合
体
し
て
、
初
め
て
共
ｏ
経
済
的
様
能
を
完
遂
し
得
た
と
Ｎ
様
た

こ
と
が
、
規
代
の
経
済
圏
に
於
い
て
も
亦
、
当
然
認
め
ら
る
可
き
で
、
是
等
の
沽
動
中
心
地
は
、
何
れ
も
他
ｏ
、
原
始
雌
業
を
主
婁

た
産
業
形
態
と
仰
ビ
、
処
い
地
域
と
交
流
す
る
こ
と
に
れ
い
て
、
初
め
て
火
Ｏ
経
済
的
機
能
を
売
樺
し
得
る
で
あ
一
。
っ
、
つ
、
、



　
而
か
も
、
此
の
際
注
意
す
可
き
は
、
中
世
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
の
都
邑
を
中
心
と
す
る
、
比
較
的
小
地
積
の
範
囲
に
止
っ
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
近
世
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
都
市
圏
・
経
済
圏
等
の
称
呼
が
示
す
如
く
、
可
な
り
広
大
な
地
域
に
亙
っ
て
い
る

こ
し
し
で
あ
り
、
又
漸
く
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
理
学
的
に
間
題
を
取
り
扱
う
限
り
、
一
〇
対
象
が
広
大
な
地
積
に
亘
る
程
、
地

理
的
環
境
の
影
響
に
は
、
共
の
切
実
な
も
の
が
あ
る
こ
と
が
、
原
則
で
あ
る
か
ら
、
近
代
の
都
市
圏
の
問
題
を
考
察
す
る
に
際
し
て

は
、
其
の
政
策
的
児
地
よ
り
す
る
も
、
地
理
的
環
境
を
出
来
る
だ
け
有
益
に
利
用
す
る
様
に
、
慎
慮
せ
ら
る
可
き
で
あ
ろ
う
。

郁
府
経
済
の
段
陪
と
現
今
の
広
域
経
済
圏
の
問
魎
（
淡
川
）

二
三
　
（
三
四
九
）


